




































































































































































２。 ホ リ スティッ ク価値 アプ ロ ーチを具 体化 した
単元 構成 のアプ ロー チ
（１） 概 念紹介 アプ ローチ
『人間 の尊 厳 のため の教育 』 のカ リキュ ラ ムは，
低学 年 ，中高学 年 ，中学 校 ，高 校 の各 発達 段 階 に
区 分 さ れ，各学 年 ２単元 （12 学 年 の み ３単元 ），
計27 単 元で編 成 されてい る。
「‾『人 間 の尊 厳』 の正 しい理解 のた めの基礎を 築
く」 低学 年 の多 くの単元 で は， 匚ホ リス ティ ッ ク
価 値 アプ ロ ーチ」を具 体化 した 厂中心概 念 と価 値
(core concepts and values) 」 を紹介(introduce)
す る アプ ロ ーチが中 心 とな る13）。 従 って， これ を
厂概念 紹介 アプ ロ ーチ」 と呼ぶ こ ととす る。
低学 年 で 紹 介 さ れ る 匚中 心 概 念 と価 値」 は，
厂ルール」， 厂秩序」， 厂尊重」， 厂公正 」， 厂多 様性 」，
匚協力 」， 冂固人 的責 任」 等 の 匚人 権 の実行 や保 護
のため の主要 な道 具」 や「‾公正な社会秩序 の基礎」
の ため の 匚基 本的 概念」 であ る14）。 これ らの 匚基
本 的概念」 は，「人権」 や 厂人 権基 準 （人 権法）」
の学 習 の基礎 をなす こ とより， この 「‾概 念紹介 ア
プ ロ ーチ」 は，後 述す る 匚多面 的 アプロ ーチ」 の











戸 戸卜 白七 三
← 中 高 学 年 以 降(4-12)
の単元構成のアプローチ
Betty A.Reardon, Educating  for Human  Dignity:Lea Γning Abo ばRights  and  Responsibilities;
A  K-12 乃aching  Resource, 1995, pp.5-12,15-17を参考 に，筆者 が作成。「概念紹介アプロ ーチ」 は，筆者が命名。
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（ ２ ） 多 面 的 ア プ ロ ー チ
中 高 学 年 以 降 の 各 単 元 は, 基 本 的 に 汀 ホ リ ス テ ィ ッ
ク 価 値 ア プ ロ ー チ 」を 具 体 化 し た 匚多 面 的 ア プ ロ ー
チ(multiple ａｐｐｒoaches ）」15）に よ り 構 成 さ れ るｏ
「 多 面 的 ア プ ロ ー チ 」 は ， ①「‾国 際 基 準 と 国 際 機
関 ア プ ロ ー チ （Ａｎ ｌｎ七ernational Standards and
Ｉｎｓ七itutions Ａｐｐｒｏａｃｈ）」，② 匚歴 史 的 ア プ ロ ー チ
（Ａｎ Historical Approach) 」， ③ 匚改 造 主 義 的 ア
プ ロ ー チ（Ａ Recons 七ructionis 七Approach) 」 に
よ り 構 成 さ れ る16）。 ① 匚国 際 基 準 と 国 際 機 関 ア プ
ロ ー チ 」 と は 汀 ホ リ ス テ ィ ッ ク 価 値 」 を 具 体 化 し
た 「‾国 際 人 権 基 準 」「 匚国 際 人 権 法 」） に つ い て の
「‾法 学 習 」 と ， 匚国 際 人 権 基 準 」 に 基 づ き 人 権 保 障
を 実 現 す る 厂国 際 機 関 」 に つ い て の 匚制 度 学 習 」
を 意 味 す る 。 ②「 歴 史 的 ア プ ロ ー チ 」 と は 汀 人 権 」
の 歴 史 や ， 匚人 権 」 実 現 の た め に 努 力 し た 人 々 の
歴 史 を 学 習 す る ア プ ロ ー チ を 意 味 す る 。 従 っ て ，
「‾歴 史 的 ア プ ロ ー チ 」 は ， 匚ホ リ ス テ ィ ッ ク 価 値 」







して認 められた 匚発展権」としての 匚第三世代の
人権」や，匚環境権」や「平和 に対する権利」 と
いう，現在生成中の 厂第四世代の人権」 に位置付
けられる17）。 ③「改造主義的アプ ローチ」 とは，
「‾ホリスティック価値」 としての 厂人権」を実現
するための，参加行動的・社会変革的 アプロ ー
チを意味する。 この 匚改造主義的アプローチ」 に
基づ く教 育 は， 厂真 正 の民主 主 義(authentic






低学年 ：「‾人 間の尊厳」 の正しい理解 のための基礎を築く。 …幼稚園か ら３学年 単元構成の アプロ ーチ
単元 １　幼稚園：人間と は何か ？一生命 への畏 敬の念
単元 ２　幼稚園：人間 は類似していて， かつ異 なる
単元 ３　１学年：ル ール は保護 と公正 のため
単元 ４　１学年：ル ールを尊重す る一契約を結 ぶ
単元 ５　２学年：世界が子ど もたちに調和 することを 願う一人間のニ ーズの理解
単元 ６　２学年：傷害や損害を止 めさ せるという責 任を果 たす
単元 ７　３学年 ： グロ ーバ ル多楡 趾の価値 につ いて 学ぶ









中高学年 ：基準と理論の紹介。… ４学年 から６学年 単元構成のアプロ ーチ
単元 ９　４学年 ：『子ど もの権利条約』 －「生 命の樹」 のメタフ ァー
単元10　4 学年 ：偏見に直面す る
単元ｎ　 ５学年：国際連合 一権利 の確立
単元12　5 学年 ：変革する－あな たの行動 のための権利
単元13　6 学年 ：子ど もだ ちと飢 餓一平等権 の侵害




中学 校：反 省(reflecting)と価値形成(valuing) 。･‥7 学年 から ９学年 単元構成の アプロ ーチ
単元15　7 学年 ：なぜ人権を学ぶ のか 一根本理 由を示 す
単元16　7 学年 ：「権利」 と「責任」 の関係 一『世 界人権宣言』
単元17　8 学年 ：難民と人種差別主義 一 厂差別」 の問 題
単元18　8 学年 ：演劇作りを通して「人権」 につ いて 学ぶ
単元19　9 学年：「市民的権利」 と「政治的権利」 の理解
単元20　9 学年 ：責 任の認識 一 匚人権」 の擁護





高等学 校：問題に直面し責任を果 たす。…10学年～12 学年 単元 構成の アプロ ーチ
単元21　10 学年 ：食糧に対する 匚人権」 があり ますか ？
単元22　10 学年 ：「人権」 の実現 のための行動
単元23　U 学年 ：人道に対する罪 一ジェノサイド
単元24　11 学年 ：地域的人権保障体制
単元25　12 学年 ：国内基準 と国際基準を比較 する
単元26　12 学年 ：モ ラルの発達 一気づ きから現 実参加 へ，人 権ヒ ーロ ーを創造 する
単元27　12 学年 ：グロ ーバ ル問題 一 厂人権」 と責任







Betty A.Reardon,  Educating  for Human  Dignity:Learnin,がAbout  Rights  and  Responsibiliがes:A K-12  Teaching  Reso乙irce, 1995,
章立より筆者作成。　・ Ｓａｍｐｌｅを単元 と訳出。 各アプロ　チ の特定 は，筆者 の分 析による。
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Ⅲ ホ リスティック価値アプ ローチを基底とする
単元構成の類型化














これに「体験的学習活動」 が加わる② 匚紹介」 十
匚活動」型 に類型化できる。 ①［紹介］型 は幼稚
園の事例（単元1,  2) にのみ見られることより，




























数字 は，各単元番号を示 す。 筆者作成。
２。多面的アプローチの単元構成
中高学年以降の，単元10以外の全単元（20事例）



































①改造主義的アプローチ - - - 26 1例 東




























IV ホ リ ステ ィッ ク価 値 アプ ロ ーチを 基 底と する
単 元構成 の事 例
１． 概念紹 介 アプ ロ ーチの単元 構成 の事例
前述 のよ う に， 低学 年 の ６事 例，中 高学 年 の
工事例 ，合計 ７事 例が，「概 念紹 介 アプ ロ ーチ」
の事例で ある。 表 ５と表 ６に単元構 成例を示 した。
① 匚紹 介」型 は， 幼稚園特有 の単元構成で ある。
単元 １で は，厂生態系 的思考」とい う汀 人間 も他 の
生物 と同様, 生態系 システムの一部であり，『人 間の
尊厳 』と同様 に『生 命 の尊重 』が重 要であ る。」 と
い う 匚基本的概念」を汗 人 間と，他の動 植物，無機
物 の関係」の対話で 紹介する。単元 ２では， 厂普遍
性」と 匚多様 歐」という 匚基 本的概念」を 汗 人間の習
慣や喜怒哀楽 の普遍性と多様 生」の対話で紹介する。
表５　概念紹介アプローチ（「紹介」型）の単元構成例




(教師が, 生徒と耐 銛 の中で










別 叱直 明 μΓHuman  Dign心 五 α池 昭 勣o 直 聴 面s  and Responsibilities;
丿K-12 Teaching 沢esource, 1995, pp.25-28を参考に，筆者か作成。
－20 －
表６　概念紹介アプロ チー(｢紹介｣十｢活動｣ 型) の単元構成例







単元3 ，4 では 教庠による
｢基本的概念｣ の紹介の紕　)
｢体験的学習活動｣ を実施o







2〔活鮑 『学緲ﾚ づﾚ 制定会議」
単元7(3 学年)
げﾛｰ ﾊﾞﾙ鉗 性崕 ㈲こついて学ぶ｣
口 唇 〕｢外謳 査ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣
(吽 年との嗣 詔)
２｢鴆 の多髓｣ 鯰 や，
｢勸｣ 麩 を飢
Betty A.Reardon,
盈他 出 河 西r Human  Dignity .-Learning About Rightsαnd Responsibilities;
A  K-12 Teaching Resource, 1995, pp.29-35,41-48, 57-60を参考に,筆者ヵ咋庇
る 単 元 構 成 で あ る 。 例 え ば, 単 元 ３ （ １ 学 年 ） で は ，
匚公 正 」 概 念 を 紹 介 し た 後 ， そ の 理 解 を 深 め る た
め ，「 学 級 ル ー ル 制 定 会 議 」 と い う 「‾体 験 的 学 習 活
動 」 を 実 施 。 単 元 ７ （ ３ 学 年 ） で は ，「 異 学 年 協 同 学
習 」 と い う
，
多 様 で 協 力 的 な 学 習 形 態 で 汀 外 国 調 査
プ ロ ジ ェ ク ト 」 と い う 「‘体 験 的 学 習 活 動 」 を 実 施 。
文 化 の 多 様 性 を 調 査 す る 。 活 動 の 後 ， 匚協 力 」 や
厂文 化 の 多 楡 歐 」 概 念 を 紹 介 し ， そ の 理 解 を 深 め る 。
２ ． 多 面 的 ア プ ロ ー チ の 単 元 構 成 の 事 例
（ １ ） 国 際 基 準 と 国 際 機 関 ア プ ロ ー チ 単 独 型 の 単
元 構 成 の 事 例
匚国 際 基 準 と 国 際 機 関 ア プ ロ ー チ 」 単 独 型 の 事 例
は ， 単 元 ９ （ ４ 学 年 ） １ 事 例 だ け で あ る 。 し か し ，
前 述 し た よ う に ， 単 元26 以 外 の 全 事 例 が 厂国 際 基 準
と 国 際 機 関 ア プ ロ ー チ 」 を 含 む こ と よ り ， こ の ア プ
ロ ー チ が ，「 多 面 的 ア プ ロ ー チ 」 の 基 本 と な る 。
単 元 ９ で は ， 表 ７ の よ う に, 『 子 ど も の 権 利 条 約 』
に つ い て ， ３ つ の 小 単 元 か ら 学 習 す る 。
小 単 元 １ で は ， ま ず 導 入 と し て 汀 ニ ー ズ と ウ ォ
ン ツ の ち が い 」 を 学 習 し ， 衣 食 住 な ど の 厂ベ ー シ ッ
ク ・ ニ ー ズ 」 が 必 要 な こ と を 学 習 。 次 に ，「 国 際 基
準 と 国 際 機 関 ア プ ロ ー チ 」 か ら ， 子 ど も の 匚ニ ー
ズ 」 を 保 障 す る た め に 『 子 ど も の 権 利 条 約 』 が あ
る こ と を ， 教 師 と 生 徒 が 描 く ，“生 命 の 樹 ”の 絵 よ
り示 す。“生 命 の樹”は，『子 ど も の権利 条約 』の概
要 を示 す メ タフ ァー とな る。そ の“根 ”は，匚生 存
の権 利」，「‾発 達 の権利 」，「‾保護 さ れ る権利」，匚参
加 す る 権利 」 とい う 匚ベ ー シ ッ ク・ ニ ー ズ」を 。
“幹 ”は条 約全 体 を,“大 枝”は条 約 の基 本原理 を。
“小 枝”は各条文を示 す「このよう に，条約 の意 味
内容を理解す るための学習過程 を 厂意味理解」と名
付 ける）。最後 に，協同学習 の形態で，『子 どもの権
利条約』 の各条 の 匚絵」を創作す る「匚意味理解」の
学習過程）。
小 単元 ２で は， まず『子 ど もの権利 条約 』で定
め る，「名 前」等 の意 味を討 議 「匚意 味 理解」の学
習 過程）。次 に，『子 ど もの権利条 約 』か ら，匚子 ど
もたちを 幸福 にす る条 文を選 択す る」 活動 を実施
（このように，条文 を選択 し, 適用 す る学習過程 を，
匚適 用 ） と名 付 け る）。 次 に ，匚世 界 レ ス ト ラ ン」
（先 進 国 と途上 国 の食糧 の偏 在 の状況 と当事 者 の
心 情を， 体験 的に学習 す る活 動） を実施。 そ こで
侵 害 さ れ る権利 に，『子 ど もの権 利条 約 』 の条文
を 適用 す る 「厂適 用」 の学 習 過程 ）。 次 に汗 食」
の問 題 を汀 ベ ー シッ ク ・ニ ー ズ」 全 体 の問 題 に
拡 張し 汗 ベー シッ ク・ニ ーズ」を奪 わ れる状況 や
心 情 を，詩 や絵 画 で表 現 （厂意 味理 解） の学 習 過
程 ）。最後 に厂‘生 命 の樹”を ，エコロ ジカ ルな 匚生
命 の システ ム」 のメタ ファーと して用 いた クラ ス
討 議を実 施。「‾ベー シッ ク・ ニ ーズ」の問 題を，生
態系 にお ける生 物 の生 存条 件（「‾ベ ーシック・ニ ー
ズ」） に拡張す る。
小単元 ３で は，『子 ど もの権利条 約』に定 められ
た諳 権利 の内容を理 解するため の学習活動 「匚意 味
理 解」の学 習過程 ）を実 施。まず, 第23 条 匚障害 児
の権利」の理解 のため， 厂ロール・プレイ」を実施。
次 に，第22 条 匚難 民 の子 の権利 」の理 解 のた めに
クラス討議を実施。次 に汗 保護」に関 する規定（ｅｘ.
第 ２条 ）の理 解 のた め 匚バデイ･システム」（上 級 生
表７　国際基準と国際機関アプローチ単独型の単元構成例
転 笄 単　 元　名
多 面 的 アプ ロ ー チ に 基 づ く 単 兀 構 成
国際基準と国際機関 アプロ ーチ 歴史的アプ ローチ 改造主義的 アプロ ーチ兎
９4年雪 謳 圜 暼仁
茴 垂 旅 ま,子ど
百 万 二 言 詣円二
２（意味理解）：“生命の ”゛から，『子どもの権利
３（湊 兼























５ ’ 化の下での「ニーズとウォンツ」を凋五暫 町 言? 二 言 記 訌 厶鈩 も
６（適用）：各自の“生命の樹”を創作する。
Betty A.Reardon,  Ediぷeating for 亙乙iman Dignity:LeaΓning A  bout Rights  and  Resvonsibilitiおりi K-12  Teaching  Resource, 1995,
I)I)｡52-56を参考に筆者力喞戎｢ 吝宅 的アプロ チ｣ 卮区分できない部分や，前段階迂)学苣百 呈にっ ふて に二] で示した。
とペ アを 組 み厂‘保護 ”を 体 験）を実 施。 次 に，小
単 元 ３で学 習 した条 文 を 尸‘葉 ”の形 の紙 に書 き，
“生 命 の樹 ”に飾 る 「匚適用 」の学 習 過 程）。さ ら
に, 異文化 の下 で の 匚ニーズ」と「ウォンツ」を 調査。
文化 の違いを超えた「‾ベーシック･ ニーズ」の普遍性
を学習。最後に丁 まとめ」として, 各自の“生命の樹”
の絵を創作。“生命 の樹”の“根”は各自 の 匚ベーシッ
ク･ニーズ」と権利を示す（「適用」の学習過程）。
以 上， 匚国 際基 準 と国 際機 関 アプ ロ ーチ」単 独
型 の単元 は，基 本 的 に汀 意 味理 解」や 匚適用 」と
い う認 知 的な 厂法学習 」の学 習 過程 によ って構 成
さ れ る。但 し ，ここ で注 目 す べ き は，認 知 的な 学
習 のみで 単元 が構 成 され る ので はな く，情意 的な
「‾体験 的学習 活動 」「ｅｘ.人 権被 害者 の心 情を理 解す
る ため の 匚世 界 レ スト ラ ン」の活 動 ）が組 み込 ま
れ る点 で あ る20）。従 って 単元 は，「‾認 知 的領 域」と
匚情意 的領 域」の統合 的学 習 によ って構成 さ れる。
（２） 改 造 主義 的 アプ ロ ーチ 単独型 の単元 構成 の
事 例
「改 造主 義 的 アプ ロ ーチ」を含 む 事 例 は，表 ４
の「類 型表 」 よ り，低学 年 ２事 例，中 高学 年 ３事
例，中学 校 ５事 例，高 校 ５事例 の合 計15 事例 であ
り， そ のうち14 事 例が， 複合型 の事例 であ る。
匚改 造主義 的 アプ ロ ーチ」複 合型 の単 元 は， 匚国
際基準と国 際機関 アプロ ーチ」 や 厂歴史的アプ ロー
チ」 の学習 過程 の後 ， 単元 の終末 部 で， 厂各 自 が





























転 笄 単　元　 名
多 面 的 ア プ ロ ー チ に 基 づ く 単 兀 構 成
国際基準と国際機関 アプロ ーチ 歴史的アプローチ 改造主義 的アプロ ーチ兎




２「道徳性排除」 から「道徳性獲得」 への移行過程を描いた映画（ ビデオ）を視聴。
３ 映画（ ビデ オ）の登場人物 の，道徳性の変化 過程を分析（協同学習）。
４ 分析結果 の検証（厂道徳性排除の過程」表，「道徳性獲得 の発達の段階」表 と比較）o
5 小 論文 作成（「人権擁 護」 の為，個人に必要な 厂道徳性の発達」 についてまとめる）。
礁台言 言鮒‰≫
Betty A.Reardon,  Educating for Human  Dignity'.Learning About  Rights  and  Responsib 唐琵es:A K-12 Teaching  Resoiぷrce, 1995,






元22  (10学年）を表 ９に示 す。同単元 は，小単元
１から小単元 ４まで，同じ型で構成されている。
まず 匚歴史的アプローチ」 により汀 人権」実現
のための人々の努力を示す歴史的事例を学習する。





















ついての認知的な 匚法学習」や 厂制度学習」 と，








単元構成原理の第一 は，主 に低学年で採 られる
匚概念紹介アプローチ」 であ る。 これは， 厂ホリ
スティック価値アプローチ」を具体化した 厂基本
的概念」を，教師が紹介するアプローチであり，




② 厂紹介」 十 匚活動」 型が， 低学年 の基本的な
匚単元構成」となる。
単元構成原理 の第二は，主に中高学年以降で採
られる 匚多面的アプロ ーチ」 である。 これは，
「ホリスティック価値アプローチ」を具体化した










多 面 的 ア プ ロ ー チ に 基 づ く 単 兀 構 成























































































































































11) Betty A.Reardon, Educating foΓHuman j:）湎庇ｙ
£earning About Rights and Responsibilities:A K-12




































Issues, vol.46, No.l, 1990.
22) Reardon, Educating foΓ亙乙iman Dignity, p.15.
23）その詳細については
，拙稿『ホリスティック価値アプロー
チを基底とするグロー バル教育の理論と開発―Betty Ａ.
Reardonの人権教育論を手がかりとしてー』兵庫教育大学大学院修士論文, 1998年度を参照のこと。
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